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今日、メジャーリーガー大谷選手の奥様の社員をＴＶのニュースで拝見しました。身長が
高くスタイルも良い綺麗な方で、表情からもとても素敵な方だろうなと思います。なるほど
あの大谷選手のハートを射止めた方だなと感じた次第ですが、大谷選手の結婚報道以来あち
こちで奥様が誰なのかと話題になっていましたので、これでひと段落としていただき、これ
からは大谷選手が野球に専念できるよう周りも静かになって欲しいものです。

賃上げ予定の中小企業の６割が業績改善の伴わない「防衛的」賃上げ
～日本商工会議所・東京商工会議所の調査より～

日本商工会議所・東京商工会議所は２月１４日、「中小企業の人手不足、賃金・最低賃金
に関する調査」集計結果を発表しました。全国の中小企業６，０１３社を対象に調査したも
ので、２０２４年１月４日～２６日に実施し、２，９８８社から回答を得ています。

１．人手が「不足している」と回答した企業は６５．６％
「人手不足の状況および対応」では、人手が「不足している」と答えた企業は前年比 １

．３ポイント増の６５．６％となり、３社に２社が人手不足という深刻な状況が依然続いて
います。
業種別にみると、「２０２４年問題」への対応が求められる建設業（７８．９％）や運輸

業（７７．３％）、労働集約型の介護・看護業（７６．９％）で「不足している」とする企
業の割合が高く、８割近くに及んでいます。
また、最も低い製造業（５７．８％）でも約６割が「不足している」と回答していて、あ

らゆる業種で人手不足の状況にあることが伺えます。

２．２０２４年度に「賃上げを実施予定」の企業は６割超
（１）２０２４年度に「賃上げを実施予定」と回答した企業の割合は、昨年度（５８．２
％）から３．１ポイント増加の６１．３％と６割を超えていますが、そのうち、「業 績
の改善がみられないが賃上げを実施予定」は６０．３％で、依然６割が「防衛的賃 上げ
」を迫られている状況となっています。
（２）賃上げ率の見通しについては、「３%以上」とする企業が３６．６％と４割近くに
達し、昨年度から３．１ポイント増加。「５％以上」とする企業も１０．０％存在し て
います。
（３）業種別にみると「賃上げを実施予定」とする企業は、介護・看護業（６６．７%）、

製造業（６４．２%）、建設業（６３．４%）で多く、小売業（４８．７％）、宿泊・ 飲
食業（５４．１％）など、個人消費者相手を中心とする業種では他業種に比べ低い 傾向
にあります。
（４）従業員規模別では、従業員５人以下の企業では、「賃上げ実施予定」は３２．７％ に
とどまり、「賃上げを見送る予定（引下げ予定を含む）」が１６．８%に上っていま す。

３．「最低賃金を下回ったため、賃金を引上げた」企業は３８．４％
２０２３年１０月の最低賃金引上げによって「最低賃金を下回ったため、賃金を引上げた

」企業（直接的な影響を受けた企業）は３８．４％と、昨年度から０．４ポイント低下した
ものの引き続き高い水準です。

一方、人手不足や物価上昇が進む中、「最低賃金を上回っていたが、賃金を引上げた」企
業は２９．８%と、昨年度から５．２ポイント増え、２０１７年の調査開始以降で最も高い
割合となっています。

最近は、ＴＶのニュース等で自動車関連の労働組合の賃上げ要求に満額回答とか景気の良
い話題が多くみられますが、是非、政治家の皆さんや大企業の経営者には、こういった中小
企業の現状にも目を向けて欲しいものですね。

【日本商工会議所・東京商工会議所「中小企業の人手不足、賃金・最低賃金に関する調査」
】
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